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住民税だけで見ると、平成19年度は税源移譲で、納税者すべての人が、

前年度負担額と比較して、近年にない増額負担が予想されます｡

  モデルケース（ある年収に応じた平均的な所得控除額を差し引いた税額の

例）は次のとおりです。

税源移譲（所得税と住民税の税率改正を言います。）による所得

税と個人住民税の負担割合は次のグラフのとおり移行します。ただ

し、所得税と個人住民税の合計額は税源移譲の前後でほぼ同じ金額

になり、負担は増えません。税率の改正内容は10月15日号をご覧

ください。

所得税と個人住民税の負担はどう変わるの？

１年間に負担する住民税額のピークはいつ？

住民税額はどれくらい？

詳しくは、市税務課市民税係（あ 22－8114）までお問い合わせください。

個人住民税の今後の負担額はどうなるの？

???

シリーズ税金！

◎課税所得が 700 万円以下の人･･･
　個人住民税が増え、所得税の負担が減ります

負担すべ

き税額

税率改正で増税
となってしまう、
この部分は住民
税の減税で負担
調整します

所得税
所得税

住民税
住民税

18年度 19年度

（１）65歳未満の人
　例：給与収入４００万円の人

区分
年度

被扶養者の
いない人

妻を
扶養する人

妻と子ども１人
を扶養する人

妻と子ども２人
を扶養する人

平成18 90,000円 75,000円 60,000円 45,000円

平成19 190,000円 157,000円 124,000円 91,000円
　例：給与収入５００万円の人

区分
年度

被扶養者の
いない人

妻を扶養する人
妻と子ども１人
を扶養する人

妻と子ども２人
を扶養する人

平成18 112,000円 103,000円 88,000円 73,000円
平成19 252,000円 219,000円 186,000円 153,000円

（２） 65歳以上で年金収入 245万円超の人
　例：年金収入３００万円の人

区分
年度

被扶養者の
いない人

妻を
扶養する人

平成18 62,000円 47,000円
平成19 128,000円 96,000円

（３）65 歳以上で年金収入２４５万円未満の人
　例：年金収入２００万円の人

区分
年度

昭和 15年１月２日以前生まれの人 昭和１５年１月３日以降生まれの人
被扶養者のいない人 妻を扶養する人 被扶養者のいない人 妻を扶養する人

平成 18 6,500円 1,600円 19,000円 4,300円
平成 19 24,000円 2,900円 36,000円 4,300円
平成 20 36,000円 4,300円 36,000円 4,300円

◎課税所得が 700 万円超の人･･･
　個人住民税の負担が減り、所得税の負担が増えます

負担すべ

き税額

税率改正で増税
となってしま
う、この部分は
住民税の減額で
負担調整します

所得税
所得税

住民税
住民税

18年度 19年度

＊ 課税所得とは、所得から基礎控除、扶養控除、そのほか
各種所得控除を差し引いた残額のことで、この所得に税
率を乗じたものが税額です

国の三位一体の改革で実施される住民税の負担額は、所得や控除などの増減がないと仮定
した場合、それぞれ次の時期にピークを迎えます。
《ピーク時期》
　 （１） 昭和15年１月２日以前に生まれた６５歳以上の者で、年金収入２４５万円未満の人

または合計所得金額が１２５万円以下の人
　　　　　　　　　　・・・平成20年度が税制改正によるピークを迎えます。
  （２）上記以外の人・・・平成19年度がピークを迎えます。
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保険料は
20歳から60歳になるまでの

40年間納めます　
　月々の保険料は、翌月末日までに納めるこ

とになっています。保険料の納め忘れ（未納期

間）があると、将来受け取る年金額が減ったり、

万一のとき年金を受け取ることができなくなる

ことがあります。保険料の納め忘れにはご注意

ください。

　保険料は社会保険庁から送付される納付書で

金融機関、郵便局、農協、コンビニエンススト

アなどで納めることができます。（利用できるコ

ンビニエンスストアは納付書の裏面に記載され

ています）

ご利用ください！『年金ダイヤル』
年金相談のお問い合わせは・・・　
　年金請求などの相談　　　　　　　あ 0570－05－1165

　すでに年金を受けている人の相談　あ 0570－07－1165

《受付時間８：３０～１７：１５（土・日・祝日をのぞく）》

※ 通話料は一般の固定電話の場合、接続先にかかわらず市内

通話料金でご利用いただけます。

※ 携帯電話からもご利用いただけますが、ＰＨＳからはご利

用になれません。電話機の設定によってご利用いただけな

い場合があります。

※問合せ先

　市民課市民年金係（あ 22－8115 ／い 22－2954）

　鳥取社会保険事務局倉吉事務所

　　　　　　　　　 （あ 26－5311 ／い 26－1742）

　日本国内に住所がある 20歳以上 60歳未満の人は、必ず国民年金（基礎年金）に加

入します。同時に、会社員は厚生年金、公務員は共済組合に加入することになり、

年金を受け取るときは基礎年金に上乗せされた年金を受け取ります。加入の種類で

届出や保険料の納め方も異なります。あなたは何号被保険者ですか？

第 1号被保険者 第 2号被保険者 第 3号被保険者

自営業者・学生など 会社員・公務員 第 2号被保険者に扶養されている
配偶者

届出は？

市町村の国民年金窓口で手続きを
します

勤務先が手続きをします
第 2号被保険者の勤務先で手続き
をします

納め方は？

自分で納めます（18年度定額保険

料月額 13,860円）

収入が少なく納付が困難な場合は

「保険料免除制度」などがあります

月々の給与や賞与から天引きされ

ます

第 2号被保険者の加入している制

度全体が負担します

  　20歳がスタート　　国　民　年　金
～ 11月は国民年金制度推進月間です～
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生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
祭
典「
ス
ポ
レ
ク
鳥
取

２
０
０
６
」が
10
月
24
日（
火
）に
無
事
閉
幕

し
ま
し
た
。

　

倉
吉
会
場
で
は
、
年
齢
別
バ
ド
ミ
ン
ト

ン
、
壮
年
ボ
ウ
リ
ン
グ
を
開
催
し
、
全
国

各
地
や
韓
国
か
ら
５
４
５
人
の
選
手
・
監

督
、
が
倉
吉
市
に
来
ら
れ
ま
し
た
。

　

初
日
の
歓
迎
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
の「
せ
き
が

ね
こ
ど
も
さ
い
と
り
さ
し
」で
は
、
参
加
者

が
熱
心
に
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。
と
く
に

韓
国
選
手
団
は
、
一
緒
に
踊
り
だ
さ
れ
る

な
ど
、
大
変
喜
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

開
始
式
で
は
、
河
北
小
学
校
５
・
６
年
生

に
よ
る
整
然
と
し
た
行
進
誘
導
が
印
象
的

で
し
た
。
ま
た
、市
内
５
中
学
校（
河
北
・
東
・

西
・
久
米
・
鴨
川
中
学
校
）
合
同
の
演
奏
に

よ
る
、
迫
力
あ
る
行
進
曲
な
ど
で
、
選
手

の
志
気
が
高
ま
り
ま
し
た
。

　

年
齢
別
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
・
壮
年
ボ
ウ
リ

ン
グ
競
技
で
は
、
和
気
あ
い
あ
い
の
中
に

も
、
真
剣
勝
負
が
展
開
さ
れ
、
表
彰
式
で
は
、

リ
ラ
ッ
ク
ス
し
た
ム
ー
ド
の
中
、
次
期
開

催
の
青
森
県
を
紹
介
し
て
、
全
て
の
競
技

が
無
事
終
了
し
ま
し
た
。

　

競
技
運
営
を
し
て
い
た
だ
い
た
鳥
取
県

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
協
会
、
鳥
取
県
ボ
ウ
リ
ン

グ
連
盟
、
倉
吉
市
体
育
協
会
加
盟
団
体
、

倉
吉
市
体
育
指
導
委
員
協
議
会
、
中
部
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
協
会
そ
し
て
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
と
し
て
ご
協
力
し
て
い
た
だ
い
た

皆
さ
ん
、
大
変
お
世
話
な
り
ま
し
た
。

　

ふ
れ
あ
い
と
交
流
を
目
的
に
開
催
し
た

こ
の
大
会
で
は
、
た
く
さ
ん
の
市
民
の
応

援
を
い
た
だ
き
、
笑
顔
と
真
心
が
十
分
選

手
・
監
督
や
関
係
者
へ
伝
わ
っ
た
こ
と
で

し
ょ
う
。

　

今
後
、
こ
の
大
会
が
一
過
性
で
終
わ
る

こ
と
な
く
、
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
・
普

及
に
役
立
つ
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

※
問
い
合
わ
せ
先

：

市
民
ス
ポ
ー
ツ
課
全
国

ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
推
進
室
（
あ

２
２―

８
１
６
７
／
い
２
２―

５
６
８
４
）

ス
ポ
レ
ク
鳥
取
２
０
０
６
閉
幕

完

第６回加藤伸一
少年野球教室開催

　倉吉市出身で、プロ野球で
活躍した加藤伸一さん（元大
阪近鉄バファローズ）ほか２
人をお招きし、加藤伸一「少
年野球教室」を開催します。
　当日は、倉吉市スポーツ少
年団登録チームを対象に技術
指導・記念撮影・抽選会などを
行います。見学は無料ですの
で、ぜひ会場にお越しくださ
い。
と　き：11月12日（日）12：50～
ところ： グリーンスタジアム

倉吉
主　催：倉吉野球振興協議会
　　倉吉市教育振興事業団

※問合せ先：市民スポーツ課

　　　　　　（あ２２－８１６７）

第19回部落解放研究倉吉市女性集会　
～部落の完全解放と人権の確立を全市民の手で～

　この研究集会は差別の現実に深く学びながら、一人ひとりが家庭や職場、地域に
ある身近な人権問題を自らの問題として向き合い、かかわり、ともに手をつなぎあっ
て差別をなくし、「人権尊重のまち、倉吉」を実現するために開催するものです。
と　き：１１月１２日（日）13:00～16:30（12:30 受付）
ところ：倉吉未来中心　倉吉交流プラザ
参加対象：全市民（男性の人も奮ってご参加ください）

　12:30　13:00　　13:10　　　　　　　　　　14:30　14:40　　　　　　　　　　16:30

受　付 開会行事 全体会（80分） 移動 分科会（110分）

分科会 テーマ サブテーマ 会　場

１ 部落解放
「刷り込まれた身分制度」

　倉吉市立上灘小学校教諭　下中 恵子さん
倉吉未来中心セミナー
ルーム１（56人）

２ 男女共同参画
「私に出会い　人に出会い　地域につながる」
　男女共同参画センター「よりん彩」所長　　 宮本 京子さん

倉吉未来中心セミナー
ルーム７（48人）

３ 障害のある人の人権
「障害のある私が言いたいこと」

　ボン･シャンス利用者　朝倉 幸一さん
倉吉交流プラザ　　　
視聴覚ホール（84人）

４ 在住外国人の人権
「外国にルーツを持つ子どもとすぐに友だちになれる私の
子。さて、親の私は・・・」　　　　　　　薮本 ティルさん

倉吉交流プラザ　　　
第 1研修室（60人）

５ 子どもの人権
「すべての子どもたちに「安心」「自信」「自由」を！」

　とっとりCAPさん
倉吉未来中心セミナー
ルーム３（195人）

６ 高齢者の人権
「年寄り笑うな行く道だ」

　ホームケアーアイム　山田 満壽子さん
倉吉未来中心セミナー
ルーム６（30人）

※手話通訳・要約筆記・託児（１歳以上から就学前まで）を行います。利用される人は 11月８日（水）までに事務局へ申
し込みください。※問合せ先：第19回部落解放研究倉吉市女性集会実行委員会事務局・人権政策課（あ 22－4891/い 22－4901）

▲昨年の野球教室の様子
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本
校
の
児
童
た
ち
は
、
毎
年
６
年
生
に

な
る
と
、
一
人
ひ
と
り
が
反
差
別
の
立
場

か
ら「
社
会
的
立
場
の
自
覚
を
深
め
る
学

習
」
の
積
み
上
げ
と
し
て
、
次
の
よ
う
な

人
権
・
同
和
問
題
に
関
す
る
学
習
の
取
り

組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。　
　
　
　
　
　

　

地
域
に
人
権
や
福
祉
に
関
す
る
施
設
が

多
い
と
い
う
特
性
を
生
か
し
て
、
３
年
前

よ
り
各
施
設
を
班
別
訪
問
し
、
調
査
活
動

し
て
ま
と
め
、
発
表
会
や
意
見
交
換
し
て

い
く
過
程
で「
社
会
的
立
場
の
自
覚
を
深

め
る
」よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

こ
の
学
習
は
、
ま
ず
、
自
分
と
か
か
わ

り
の
深
い
と
思
わ
れ
る
施
設
を
調
査
す
る

こ
と
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
例
え
ば
、
家
族

に
お
年
寄
り
の
い
る
子
ど
も
は
老
人
福
祉

施
設
を
、
低
学
年
の
こ
ろ
、
学
童
保
育
で

お
世
話
に
な
っ
た
子
ど
も
は
児
童
館
や
児

童
セ
ン
タ
ー
を
と
い
っ
た
よ
う
に
、
自
分

や
自
分
の
家
族
が
か
か
わ
っ
て
い
た
施
設

を
選
ん
で
訪
問
し
ま
す
。
こ
の
こ
と
は
、

自
分
の
こ
と
と
し
て
考
え
ら
れ
る
姿
勢
や

能
力
を
育
て
ま
す
。
ま
た
、
地
域
に
出
か

け
て
さ
ま
ざ
ま
な
人
と
の
出
会
い
を
通
し

て
自
分
や
自
分
の
住
ん
で
い
る
地
域
や
、

自
分
の
生
き
方
を
見
つ
め
直
す
こ
と
に
も

つ
な
が
り
ま
す
。

　

次
の
活
動
は
調
査
し
た
こ
と
を
ま
と
め

る
こ
と
で
す
。
そ
こ
で
は
、
相
手
の
思
い
を

大
切
に
し
な
が
ら
ま
と
め
る
こ
と
で
、
自

分
の
思
い
や
考
え
を
適
切
に
表
現
し
た
り

伝
え
た
り
で
き
る
力
が
は
ぐ
く
ま
れ
ま
す
。

　

そ
し
て
、
発
表
に
向
け
て
、
作
文
を
書

き
ま
す
。
担
任
と
放
課
後
に
何
度
も
語
り

合
い
ま
す
。
他
者
と
の
か
か
わ
り
を
振
り

返
り
な
が
ら
、
何
度
も
書
き
直
し
を
し
ま

す
。
自
分
の
弱
い
心
に
気
づ
き
、
正
面
か

ら
自
分
に
向
き
合
え
て
涙
す
る
子
も
何
人

も
い
ま
す
。
し
か
し
、
す
べ
て
の
子
が
そ

れ
を
乗
り
越
え
、
作
文
に
ま
と
め
ま
し
た
。

　

発
表
会
で
は
、
施
設
の
持
つ
意
味
を
一

つ
一
つ
て
い
ね
い
に
取
り
上
げ
、「
人
権
」

と
い
う
視
点
で
意
見
交
換
し
合
い
ま
し

た
。
作
文
も
読
み
ま
し
た
。
そ
の
過
程
で
、

子
ど
も
ど
う
し
共
感
し
合
い
、
い
ろ
い
ろ

な
人
権
問
題
に
つ
い
て
今
ま
で
の
自
分
の

思
い
や
考
え
が
、
い
か
に
思
い
こ
み
や
偏

見
に
満
ち
て
い
た
の
か
に
気
づ
き
、
人
権

に
関
す
る
問
題
は
、
他
人
の
問
題
で
は
な

く
て
、「
自
分
た
ち
一
人
ひ
と
り
の
問
題
で

あ
る
」と
自
覚
し
て
い
き
ま
し
た
。

　

確
か
に
、
こ
の
学
習
は
価
値
あ
る
も
の

だ
と
思
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
私
た
ち
は

子
ど
も
た
ち
の「
未
来
に
生
き
る
学
習
」

を
構
築
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
こ

で
、
同
じ
よ
う
に
３
年
前
の
本
校
６
年
生

の
時
に
と
も
に
学
び
合
い
語
り
合
っ
た
中

学
２
年
生
の
卒
業
生
た
ち
に
、
当
時
の
学

習
が
今
に
生
き
て
い
る
か
ど
う
か
を
調
査

し
ま
し
た
。（
突
然
の
こ
と
で
し
た
が
、
全

員
が
集
ま
っ
て
ア
ン
ケ
ー
ト
に
答
え
て
く

れ
ま
し
た
）

　

さ
て
、
そ
の
内
容
で
す
が
、「
６
年
生
の

時
に
実
施
し
た『
身
近
な
と
こ
ろ
か
ら
人

権
・
福
祉
を
考
え
よ
う
』の
学
習
は
、
や
っ

て
よ
か
っ
た
と
思
え
ま
す
か
」
と
い
う
問

い
に
対
し
、
92
％
の
子
ど
も
が「
思
え
た
」

と
回
答
し
ま
し
た
。
ま
た
、「
今
ど
ん
な
こ

と
に
役
立
っ
て
い
る
の
か
」
と
い
う
問
い

に
対
し
て
は
、「
人
権
の
学
習
の
時
、
や
っ

た
こ
と
が
頭
に
思
い
浮
か
ぶ
」「
よ
く
分
か

ら
な
い
が
、
前
の
自
分
と
変
わ
っ
た
」「
人

権
に
つ
い
て
、
自
分
の
意
見
や
い
ろ
い

ろ
な
考
え
が
持
て
る
よ
う
に
な
っ
た
」
と

い
っ
た
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
、

「
今
の
６
年
生
の
た
め
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
」

と
い
う
こ
と
に
対
し
て
は
、「
自
分
の
正
し

い
意
見
を
持
ち
、
実
行
に
移
せ
る
よ
う
に

し
て
ほ
し
い
。
そ
し
て
、
周
り
の
困
っ
て

い
る
友
だ
ち
を
助
け
て
ほ
し
い
」「
相
手
の

立
場
に
立
っ
て
、
真
剣
に
考
え
て
」「
こ
の

学
習
を
や
っ
て
よ
か
っ
た
と
思
え
る
学
習

に
し
て
く
だ
さ
い
」
と
い
っ
た
回
答
が
あ

り
ま
し
た
。
こ
れ
ら
は
、
今
、
６
年
生
の

教
室
に
掲
示
し
て
あ
り
ま
す
。
私
た
ち
が

や
っ
て
き
た
こ
と
が「
心
に
生
き
て
い
る
」

こ
と
が
確
信
で
き
ま
し
た
。

　

一
昨
年
、
子
ど
も
た
ち
と
と
も
に
、
心

を
ふ
る
わ
せ
な
が
ら
取
り
組
ん
だ
あ
の
学

習
。
今
年
度
も
今
の
６
年
生
と
共
に
進
め

て
い
ま
す
。

　

各
小
・
中
学
校
で
は
、
地
域
に
開
か
れ

た
学
校
づ
く
り
を
目
指
し
て
、
一
斉
公
開

が
日
程
を
変
え
て
公
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
公
開
日
は
、
保
護
者
だ
け
で
な
く
、

地
域
で
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
人
た
ち
に

子
ど
も
た
ち
の
普
段
の
学
習
や
生
活
の
様

子
を
観
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
大
人
も
学
習
で
き
る
よ
い
機
会

と
な
っ
て
い
ま
す
。

倉吉市人権文化センター
あ22-4768／い22-4901

№31

自
分
の
生
き
方
を
問
い
直
す
学
習　

                                 

〜
明
倫
小
学
校
の
実
践
か
ら
〜

　

小
学
校
・
中
学
校
で
は
、
子
ど
も
た
ち
が
、
自
分
自
身
を
大
切
に
し
、
相
手
を
い
た

わ
り
合
う
心
を
は
ぐ
く
む
こ
と
が
で
き
る
取
り
組
み
が
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
こ
の
活
動
を
通
し
て
、「
社
会
的
立
場
の
自
覚
を
深
め
る
学
習
」に
成
果
を

あ
げ
て
い
る
明
倫
小
学
校
の
実
践
を
紹
介
し
ま
す
。

▲調査活動発表会

身
近
な
と
こ
ろ
か
ら

人
権
・
福
祉
を
考
え
よ
う

未
来
に
生
き
る

こ
こ
ろ
に
生
き
る
学
習
を

人権のために学ぶ同和教育講座５
と　き：１１月１８日（土）14：00～16：00

ところ：関金都市交流センター

内　容： 在住外国人の人権

講　演

　演　題　「私以上でもなく私以下でもない私」

　講　師　朴　慶南（パク・キョンナム）さん

入場料：無料
※問合せ先： 倉吉市人権文化センター

　　　　　　あ２２－４７６８／い２２－４９０１

　気軽に参加ください




